




目  次 
 
巻頭言「はじめに」  
 
平成２６年度スーパーグローバルハイスクール研究開発実施報告（要約）・・・・・・・・・・・・・・1 
 
第１章 研究開発の課題・経緯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 

１ ＳＧＨについて 
２ 研究開発の課題認識 
３ 本校の企画について 
 

第２章 研究開発の内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19 
１ 課題研究 

(1) ＳＧＨシンガポール海外研修  
(2) １年生課題研究  
(3) 学校設定教科の研究開発  

２ 課題研究以外の研究開発  
３ 教育課程課外の取組内容  

(1) 英語ディベート大会 
(2) 異文化理解講座 
(3) 海外進学・留学情報の提供 
(4) 海外修学旅行と事前研修 
(5) 海外短期留学支援 
(6) 英語版ＨＰの作成と更新 
(7) 各種関係機関からの留学生受け入れに積極的な対応  
(8) その他 

４ 主な会議  
５ 校外調査他  
６ 研究成果の発表 
 

第３章 研究開発の成果とその評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50 
 

第４章 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及 ・・・・・・・・・・・・・73 
 
＜参考資料＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・76 

１ 写真  
２ 生徒成果物 
３ 新聞記事 



 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

(1)    
 

   
(2)    
 

   
 

   
(3)   
 

  
  

(1)   
  

- 1 -



 
 

 
(2)   

  
( ) 

    
( ) 

    
( ) 

  
  

 

   
  

  26  
  27 

  

(1)  
 

  
 

  
(2)   

 
(3) 
   
   
   

- 2 -



 
 

   
    
   
  HP   
    

  
 

 

(1)  

 
SGH

- 3 -



 
 

3 1 2  
(2)  

A

HR

HR

 
(3)  

LWI Local Water Issues

SGH

 

- 4 -



 
 

 

 
SGH

PBL

SGH
SGH

 

 

 

 
 PBL

 
 

 

(1)  

The Japanese government should 
abolish nuclear power plants.

 

- 5 -



 
 

(2)  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

- 6 -



 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

- 7 -



 
 

 

 

 

 

 

(1)  

 
(2)  

 

 
(3)  

 

- 8 -



 
 

 

1

 
(1)  

 
(2)  

 
(3)  

 
(4)  

 
(5)  

 
(6)  

 

 
(1)  

 
(2)  

- 9 -



 
 

 
(3)  

 
(4)  

 
(5)  

 
(6)  

 
 

- 10 -



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 11 -



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 12 -



 
 

- 13 -



 
 

 

 

 

 

- 14 -



 
 

- 15 -



 
 

 

- 16 -



 
 

(3) 事業推進体制について 

事業推進体制は図３の通りである。管理機関である静岡県教育委員会と連携しながら事業を実施

していく。運営指導委員会は県教育委員会に設置された事業評価委員会である。海外交流アドバイザ

ーと事務補助員はこの事業のため新規雇用である。ＳＧＨ推進会議は外部有識者・外部機関との連携

を図るための会議で、事業の企画・実施について専門家としての視点から助言をもらうほか、様々な

企画を協働して実施する。なお推進会議には個別案件について一部委員と事務局の協議を行うため

のワーキングを実施することもある。（次ページ参照） 

校内委員会は各教科の代表からなり、校内における事業運営の主体となると同時に各教科内への

ＳＧＨの浸透を図る。国際交流室はこれまで海外に対し関心の高い生徒が集まって異文化理解講座

やディベートなどの活動を続けてきたグループである。担当教諭、海外交流アドバイザーの助言の

下、生徒サイドから本事業の運営にかかわる。また、シンガポールの海外研修に行った生徒は国際交

流室の一員として活動している。 

 

〈図３〉 
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…a systematic teaching method that engages students in learning knowledge and skills 
through an extended inquiry process structured around complex authentic questions and 
carefully designed products and tasks.  (Markham, Larmer & Ravitz, 2003) 
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オブザーバーとして静岡県教育委員会高校教育課指導班後藤昇太指導主 

事、静岡県総合教育センター石川班長出席 

 テーマ 本年度の事業実績及び来年度の事業計画、その他 

   

(2) ＳＧＨ運営指導委員会 

ア 第 1回ＳＧＨ運営指導委員会 

日 時 平成26年 7月 2日（火） 

会 場 静岡県庁 

内 容 本年度の事業計画等 

 

イ 第 2回ＳＧＨ運営指導委員会 

日 時 平成27年 1月 28日（木） 

会 場 静岡県庁 

内 容 本年度の事業報告等 

 

 (3) ＳＧＨ推進会議ワーキング 

ア 第１回 

 日 時 平成26年７月２日(火) 午後２時から３時30分 

 会 場 日本水フォーラム会議室 

 出席者 橋本委員、伊藤委員、事務局（平井、川村） 

 協議内容 

 ・生徒海外派遣及び事前学習について 

 ・平成27年度授業案について 

・「水」にかかわるコンテンツについて 

 

イ 第２回 

日 時 平成26年 10月 10日（金）午後２時から１時間半程度 

会 場 日本水フォーラム会議室 

出席者 寺岡委員、伊藤委員、戸野原氏 

校長、本校職員（平井、川村、西葛、作本） 

協議内容 

・平成26年度生徒海外派遣について 

・平成27年度生徒海外派遣について 

・国際会議等への参加について 

 

ウ 第３回 

日 時 平成26年 10月 27日（月）午後２時から２時間程度 

会 場 立教大学池袋校舎 マキムホール（15号館）７階Ｍ708会議室 

参加者 松本委員、橋本委員、本校職員（平井、山本、今田） 

協議内容 

・平成27年度授業案・シラバスについて 

 

５ 校外調査他 

(1) 近畿大学附属高等学校 

日 時 平成26年８月26日（火） 13：00～15：00 

訪問者 鈴木剛志、加藤 
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学校設定科目での課題研究のシラバス案については、本年度の海外研修での内容を参

考に作成した。課題基盤型学習やアクティブラーニング、パフォーマンス課題とルーブリ

ックによる評価など、先進的な取り組みが導入されているので、その概念や方法について

多くの理解を得るのには至っていない現状ではある。しかしグローバル・リーダーを育成

するための課題研究として作成されたシラバスであり、本年度の海外研修での成果につ

ながる内容となっている。 
〈アンケートより〉 
 植物と食塩の小林先生の実験が良かった。理科、社会のみならず英語や総合を含めた

クロスカリュキュラム作りが参考になった。（河川財団） 
 
２ 評価 

成果の評価については、推進会議委員からの意見を評価とし、今後は、それらを具現化し

ていくよう努めていきたい。また、本年度は主にアンケートにより、関わりを持った参加者

からのフィードバックを評価として捉え、それらをできるだけ拾うようにしてきた。これら

の中の貴重な意見や感想により、本校のＳＧＨ事業を検証し次への計画を改善していくべ

きだと考える。その中でも本校のＳＧＨ事業報告会でのアンケートや課題研究を実施した

生徒のアンケート、本校の教員研修に参加した教員のアンケート、から本年度の成果と課題

を精査し来年度の研究開発実施に反映すべき点が多々含まれていた。 
(1) 第１回ＳＧＨ推進会議の意見 

ア 今年度は何をするのか。 
イ 三島北高としてのグローバル人材を具体的にどう定義付けて決めていくのか。 
ウ 目標設定シートはチャレンジングな数字が多い。海外大学進学 10 人など。文科省・

財務省の最終的な評価はこれが達成できたかどうか。5 年間で実際にできるか。他の

学校では入試制度も変えている。具体的に考えているか。 
エ 優秀な生徒をでもＳＡＴで満点近くとるのはかなり厳しい。新しいネイティブの指

導者の導入を考えているか。 
オ 抜本的にカリキュラム変更してグローバル・リーダー科目を 1 週間の中で毎日入れ

ているところもあるが。 
カ 課題研究は全員が対象という理解でよいか。 
キ 課題研究のテーマは大テーマがあって枝葉が分かれていかないと与えられたテーマ

になるが，水からあまり離れないほうがいいのか。 
ク 同じ水研究でも 1 年生・2 年生で違うのか。 
ケ 本年度の取り組みが見えてこない。準備段階だが今年から指定を受けたのだから協

力企業や団体と今年の内から作っておきたい。今年の 1 年生をどうするか。今年 1 年

のゴールを打ち出してほしい。日々の授業を変えていくこと。このままでは変わらな

い。ＩＣＴの導入，英語の指導を今年どれだけやって行くか，を決めて欲しい。海外
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ヒ 教員にも水に興味を持ってもらう。先生方への啓発を。 
フ グループの人数は 4～6 人。全部が違うテーマでは教えられない。学年によって指定

も。シンガポール研修はすぐに事前学習をスタートすべき。 
 

(2) 第２回ＳＧＨ推進会議の意見  

ア 本年度の取組について  

(ｱ) 基本的によく取り組んでいる。（多数） 

(ｲ) シンガポール研修でほかの施設の見学（海水淡水化施設等）を入れてほしい。 

(ｳ) 今回実現した関係を継続していくべき。（多数） 

(ｴ) 英語に関する取組みが不十分。特定の集団に偏っており、今後の課題である。 

(ｵ) 課題研究を実施するために外国人教員の雇用なら SGH の予算で可能なはず。 

(ｶ) 評価項目に外国語をきちんと入れるべきである。（福原委員） 

(ｷ) 学校設定教科の評価項目はこれでいいが、外国語の評価項目でディベートを含めた

観点別評価を入れていけばよいのでは。 

(ｸ) 広報活動を活発にすべき。特に、推進委員には、HP での広報にゆだねるだけでなく、

個別に活動状況を報告してほしい。＊メールマガジンのようなものを関係者に送付

するのも一つの方法。 

(ｹ) 市町、関係企業との協力関係をしっかりとさせる。 

(ｺ) 東京大学とコンタクトができたのは良かった。今後も大事にしてほしい。 

イ 次年度への提言について 

(ｱ) 外国語（英語）をどのようにしていくか 

(ｲ) 外国人教員の雇用 

(ｳ) 全体で取り組むための学校体制整備 

(ｴ) 他校との協力、情報交換体制の構築 

(ｵ) ICT の利活用についての環境整備 

ウ 橋本副座長から 

生徒は本当によくやった。生徒の変容が先生方の力になるはず。ファシリテーターと

してのお手伝いができたのではないか。まだこの事業は緒に就いたばかり、これから大

いに改善しさらによくなる可能性を秘めている。生徒たちの潜在能力と学校の姿勢が

素晴らしい。今後もできる限り協力したい。今後の広がりとして、各方面とも積極的に

交流したほうがよいと思う。 
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第４章 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性・成果の普及 

 

１ 研究開発実施上の課題 

   本年度の課題研究の取組については、シンガポール研修に参加した生徒が課外活動を中心に実施

した（２学期からは総合的な学習の時間の一部等を利用して第１学年全員が実施）。シンガポール研

修に参加した生徒の学習は本校の準備した課題基盤型学習のプログラムに従って実施され、一定の

成果を得ることができた。このことは本年度の大きな成果であり、本校としてはプログラムの有効性

について自信を深めることができた。しかしながら、来年度からは、1学年全員に対象を拡大し、プ

ログラムを本格的に実施することになる。これに伴い事業実施上新たな課題を生まれてくる。以下こ

うした点を中心に課題について列挙する。 

 

(1) 課題研究の時間確保 

今年度シンガポール研修に参加した生徒については放課後を中心に、かなりの時間を研究課題に

宛てることができた。これに対して新１年生については週１コマの学校設定教科と総合的な学習の

時間が課題研究のための学習に宛てられる。生徒は他教科の学習や部活動等の部活等にも時間をと

られており、研究課題に取組時間が十分確保できないおそれがある。 

(2) 課題基盤型学習の実践 

今年度は橋本委員をはじめとするＳＧＨ推進会議委員の支援が大きな役割を果たした。次年度は

本校教員が指導の前面に立つことになる。学校設定科目を担当する教員を中心に、全職員の研究課題

に対する理解と授業のスキルアップが一層の課題となる。 

(3) フィールドワーク 

今年度はシンガポールの海外研修や国内研修が生徒の研究課題に対する視野を広げ、モチベーショ

ンを高めることにつながった。しかしながら本年度は参加生徒が少人数だったゆえに密な国際交流や

生徒の発表等を盛り込めた部分もある。本年度と同じ方法ではすべての生徒に同様の機会を与えるこ

とは困難である。 

(4) 成果報告の機会 

今年度は、校内の報告会をはじめ、校外においても豊富な報告の機会を設け、対象生徒のモチベー

ション向上につながったが、本年度と同じ方法ではすべての生徒に同様の機会を与えることは困難で

ある。 

(5) 生徒のモチベーションを高めるための取組 

   本年度は、希望者を対象にプログラムを実施したため、生徒のモチベーションは高かったが、次年

度は研究課題に対するモチベーションに差のある生徒を対象に事業を実施することになる。特にモ

チベーションの低い生徒の動機づけが大きな課題である。 

(6) 英語力に対する課題 

   本事業は最終的に英語力の向上が前提となる。このための方策が求められる。 

 

２ 今後の研究開発の方向性 

以下、先にあげた課題ごとに対応の方向性について述べる。 
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